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は じ め に 

 

 

 

この年報は、瀬戸市消防本部における消防力の現状と、令和６年４

月１日現在における各種統計を、今後の消防行政の効率的な運営と消

防力の強化に資するとともに、消防事情を一般に紹介することを目的

に収録いたしました。 

消防・防災関係機関の皆様はもとより、広くあらゆる方面でご活用

いただき、消防行政により一層のご理解とご協力をいただければ幸い

に存じます。 

 

 

令和６年８月 

 

 瀬戸市消防本部  

 



昭和　４年 市 制 施 行 28.01 31,276 6,916

昭和２６年 水野村合併 50.67 54,779 11,670

昭和３０年 幡山村合併 71.36 64,681 13,588

昭和３４年 品野町合併 110.34 79,449 16,636

令和　６年 ４月１日現在 111.40 126,903 58,149

市　　　　勢　　　　概　　　　要

面　積（㎢） 人　　口（人） 世　　帯変　　遷

名古屋市

瀬戸市

瀬戸市は、名古屋市の北東約２０㎞に位置し、周囲を標高１００～３００ｍの小高い

山々に囲まれ、気候も温暖なまちで、「せともの（瀬戸物）」という言葉が、やきもの

の代名詞として広く知られています。

良質で豊富な陶土に恵まれたこの地で、先人たちは新しい技術や文化を柔軟に取り入

れ、「せともののまち」を発展させてきました。

長年受け継がれてきたやきものづくりの卓越した技は、多種多様なやきものづくりに

繋がり、陶器と磁器が共存する稀有な産地であるだけでなく、ノベルティ（置物・装飾

品）、ファインセラミックスなどが生産され、今も新しいものづくりが続けられていま

す。

項目
年別



令和５年度のトピックス 
 

１ 能登半島地震の被災地へ緊急消防援助隊

を派遣 

 

 令和６年１月１日に石川県能登地方を震源と

するマグニチュード７．６の地震が発生し、死者

２４５名、負傷者１，３００名もの被害が出まし

た。（令和６年４月２日時点） 

 瀬戸市からは、緊急消防援助隊として後方支援

隊及び救急隊の２隊延べ３０名が派遣され、令和

６年１月１日から２５日までの内、計３７日間に

わたって被災地での後方支援活動や救急活動に

あたりました。 

２ ２連区が１,０００日無火災達成 

 

東明、八幡台の２連区が令和５年度中に１,００

０日間無火災を達成し、市長から特別感謝状が贈

呈されました。 

 

 

３ 防火防災アカデミー開催 

 

 火を取り扱う機会が少なくなった小学生を対

象に、火の原理について学ぶことを目的として、

「防火防災アカデミー」を瀬戸市危険物安全協会

と共催しました。 

 講師による防火セミナーや実験ブース・水消火

器ブース・火起こし体験ブースなどを行い、「火

の便利さ・怖さ」、「正しい火の使用方法」等を多

くの小学生に伝えることができました。 

 

４ 品野台分団車を更新 

 

 平成１５年から２１年間にわたって運用した品

野台分団車を、最新の車両に更新しました。 

 普通自動車免許対応の３．５ｔ未満シャシを採

用し、軽量かつコンパクトな車両としました。 

 この車両は、排気ガス規制によりガソリン車と

なっています。 
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